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三
ツ
和
遺
跡
は
、
市
役
所
か
ら

南
の
八
幡
木
中
学
校
周
辺
に
ま
で

広
が
る
南
北
1
0
0
0
m
・
東
西

3
0
0
m
に
及
ぶ
、
県
南
東
部
に

お
い
て
も
有
数
な
遺
跡
の
ひ
と
つ

で
す
。

今
日
ま
で
に
24
地
点
が
発
掘
さ

れ
、
八
幡
木
中
学
校
周
辺
の
八
幡

木
1
〜
2
丁
目
で
は
、
大
き
な
集

落
が
見
つ
か
る
な
ど
、
今
か
ら
約

1
7
0
0
年
前
の
古
墳
時
代
前
期

の
土
器
や
住
居
な
ど
が
多
く
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
実
施
し
た
9
回
の
発
掘

調
査
で
、
八
幡
木
1
〜
2
丁
目
の

東
西
1
0
0
m
・
南
北
4
0
0
m

の
範
囲
内
に
住
居
跡
が
12
軒
、
村

の
有
力
者
を
葬
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
方
形
周
溝
墓
が
9
基
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住

居
跡
か
ら

は
、
か
め
・

壺
・
米
を
蒸

し
た
こ
し
き

や
供
え
物
用

の
高
杯
、
粘

土
を
焼
い
た
網
に
使
う
お
も
り
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

遺
跡
を
取
り
巻
く
地
形
と
住
居

跡
か
ら
の
出
土
品
か
ら
、
村
の
前

の
川
で
魚
を
と
り
、
西
の
湿
地
で

稲
作
を
、
ま
た
、
集
落
の
周
囲
で

は
畑
で
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
た

様
子
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
代
の
住
居
は
、
地
面
を

四
角
く
、
平
ら
に
掘
り
込
ん
で

（
一
辺
が
約
3
〜
5
m
）、
こ
の
面

を
床
と
し
て
、
こ
の
四
隅
に
穴
を

掘
っ
て
柱
を
立
て

て
骨
組
み
を
つ
く

り
カ
ヤ
で
屋
根
を

葺
い
て
い
た
よ
う

で
す
。

床
の
中
央
や
や

北
寄
り
に
炉
を
作

り
西
北
隅
に
食
料
な
ど
を
入
れ
た

壺
な
ど
を
し
ま
っ
て
お
く
貯
蔵
穴

が
あ
り
ま
す
。

三
ツ
和
遺
跡
は
、
低
地
で
大

昔
は
海
で
あ
っ
た
た
め
、
縄
文

時
代
の
遺
跡
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
か
ら

約
3
5
0
0
年
前
の
縄
文
時
代

後
期
の
や
か
ん
の
形
に
似
た
土

器
の
一
部
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

市で本格的な遺跡調査を開始したのは、昭和55年
で現在までに48カ所の遺跡が発見されています。
そのうちの一つである「三ツ和遺跡」は、遺跡調
査で初めて発見された記念すべき遺跡です。

三
ツ
和
遺
跡

… 市の遺跡箇所

国
道　
　

 　

号

・
市
役
所

鳩ヶ谷市の遺跡位置図

さいたま草加線

さいたま草加線

さいたま草加線

さいたま草加線
第2産業道路

第 2産業道路

第 2産業道路

第 2産業道路

・八幡木中学校・八幡木中学校・八幡木中学校・八幡木中学校

1
2
2

特
別
展
・
記
念
講
演
会

日
　
時

11
月
15
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
4
時

場
　
所

市
役
所
2
階
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム

内
　
容

q

「
三
ツ
和
遺
跡
の

概
要
」、
講
師
＝
当
館
職
員

w
「
古
墳
時
代
の
鳩
ヶ
谷
〜
三

ツ
和
遺
跡
周
辺
の
発
展
と
変
貌

〜
」
、
講
師
＝
大
塚
初
重
氏

（
明
治
大
学
名
誉
教
授
）

申
込
み

お
電
話
で
。

展
示
説
明
会

郷
土
資
料
館
職
員
が
説
明
し

ま
す
の
で
、
当
日
郷
土
資
料
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
7
日
（
日
）

午
後
1
時
半
〜
2
時
半

三三
ツツ
和和
遺遺
跡跡

古古
墳墳
時時
代代
のの
村村

縄縄
文文
時時
代代
のの
土土
器器

古古
墳墳
時時
代代
のの
住住
居居

台付かめ

古墳時代の鳩ヶ谷を掘る古墳時代の鳩ヶ谷を掘る古墳時代の鳩ヶ谷を掘る古墳時代の鳩ヶ谷を掘る古墳時代の鳩ヶ谷を掘る古墳時代の鳩ヶ谷を掘る
ー 三ツ和遺跡とその時代 ーー 三ツ和遺跡とその時代 ーー 三ツ和遺跡とその時代 ーー 三ツ和遺跡とその時代 ーー 三ツ和遺跡とその時代 ー

郷土資料館　特別展

　毎年、恒例の郷土資料館の特別展。今回は「古墳時代の鳩ヶ谷を掘る」と題して、
遺跡調査で最近明らかになってきた三ツ和遺跡に焦点をあてました。三ツ和遺跡の
村や住居の復元模型、土器などのさまざまな出土品を立体的に展示しています。
　この特別展は、12月 14日（日）まで開催していますので、ぜひお越しください。
問合せ　郷土資料館　　283ー 35521
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一
般
会
計
の
歳
入
合
計
は
1
6

4
億
5
6
6
0
万
円
で
、
前
年
度

比
1
・
9
％
の
増
で
す
。
項
目
別
に

み
る
と
、
市
税
が
8
8
億
1
7
2

6
万
円
と
最
も
多
く
、
全
体
の
53
・

6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
19

年
度
に
市
民
1
人
当
た
り
1
4
万

7
0
5
5
円
の
市
税
を
納
め
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
合
計
は
1
5

6
億
8
1
8
8
万
円
で
、
前
年
度

比
1
・
3
％
の
増
で
す
。

な
お
、
性
質
別
・
目
的
別
の
構

成
内
訳
は
表
と
グ
ラ
フ
に
示
す
と

お
り
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
は
前
年
度
比
1
・
9
％
増

平
成
19
年
度
の
鳩
ヶ
谷
市
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
鳩
ヶ
谷

市
の
決
算
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
6
つ
の
特
別
会
計
と
上
水
道
事

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
行
政
を
よ
り
円
滑
に
効
率
よ
く
進

め
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳
出
に
充
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
1
6
4
億
5
6
6
0
万
円
、
歳
出
が

1
5
6
億
8
1
8
8
万
円
で
、
20
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
額
は
7
億
7
4

7
2
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
決
算
額
は
1
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
ま

し
た
）
な
お
、
歳
入
に
は
、
収
入
さ
れ
ず
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
収
入
未

済
額
と
、
収
入
不
納
欠
損
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◎特別会計歳入歳出決算◎上水道事業会計決算

一般会計の歳出決算額は
156億8,188万円

蘆主な事業

一般会計
歳入決算

市税
53.6%

地方交付税地方交付税
8.5%8.5% 国庫

支出金
国庫
支出金
8.5%8.5%

市債市債5.7%5.7%

県支出金県支出金5.8%5.8%

繰入金繰入金
3.4%3.4%

繰越金繰越金4.0%4.0%

その他その他
10.5%10.5%

物件費
14.0%

12.3%
繰出金

11.9%
公債費

その他
11.1%

補助費等
7.3%

土木費

13.7%

公債費

11.9%

教育費
9.4%

衛生費
8.8%

  　　　　
構成比（％）

一般会計
歳出

（目的別）

地方交付税
8.5% 国庫

支出金
8.5%

市債5.7%

県支出金5.8%

繰入金
3.4%

繰越金4.0%

その他
10.5%

物件費
14.0%

12.3%
繰出金

11.9%
公債費

その他
11.1%

補助費等
7.3%

民生費
31.3%

総務費

18.1%
土木費土木費

13.7%13.7%

公債費公債費

11.9%11.9%

教育費教育費
9.4%9.4%

衛生費衛生費
8.8%8.8%

消防費
3.5%

その他
3.3%

一般会計
歳出

（性質別）
地方交付税

8.5% 国庫
支出金
8.5%

市債5.7%

県支出金5.8%

繰入金
3.4%

繰越金4.0%

その他
10.5%

人件費
27.6%

15.8%
扶助費扶助費

物件費物件費
14.0%14.0%

12.3%12.3%
繰出金繰出金

11.9%11.9%
公債費公債費

その他その他
11.1%11.1%

補助費等補助費等
7.3%7.3%

土木費

13.7%

公債費

11.9%

教育費
9.4%

衛生費
8.8%

一般会計（歳出・性質別）

一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳入）


